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玉井　　恵枝 黒田　みのり

橋村　清隆 中村　吉宏

伊坂　淳一 吉田　泰則
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授業内容や指導の仕方について多面的に委員より意見をいただくこ
とで有意義な会議となった。

会議終了後2週間以内に電子メールにて教育委員会指導課 ( sidou-ky@narashino.lg.jp ) に提出する。

協議結果・意見の概要等

（１）令和７年度　第１回学校運営協議会議事録について教頭より報告した。質疑無し。
（２）令和７年度　第２回パートナー会議議事録について教頭より報告した。質疑無し。

（１）参観いただいた低学年の授業について協議した。
委員：保護者が子どもの横で一緒に作業をしていた場面で、保護者が来ていない子への
配慮があるとよかった。
委員：タブレットを使用している場面で手元にない子（忘れや修理のため）のため、モニ
ター提示等があるとよかった。
委員：授業を楽しめるよう関わりが生まれるような席配置があるとよかった。
委員：子供の発表する機会を多く設定できるとよい。
委員：授業の内容とあわせて、見どころを保護者にもわかるようにするとよい。
委員：外国籍の子に対してどのように対応しているのか。
教頭：言語ボランティアを要請している。担任は必要に応じてポケトークを使用している。
（２）安全教育について
校長より安全学習計画、防災学習計画、秋津防災の日の案について説明した。
委員：文科省の防犯教育の指定とはどのようなことか。
校長：研究指定として一番大きなくくりのものを次年度秋津小学校で行う。地域と連携し
た防犯教育をテーマに研究を公開していく。防犯の根底である挨拶を大切に市内で一番
の挨拶ができる学校にしたい。子ども達が主体となって地域の防犯意識を高める学習を
目指す。
委員：さすまたの扱いなど職員は研修しているのか。
校長：２年に一度、不審者対応訓練をしている。地域の方と一緒に学ぶ機会も設定できる
とよい。
校長よりきらっとジュニア防犯隊の仕事について周知した。
委員：３年生の安全マップ作りに工夫はできるか。
校長：安全マップには、不審者が出そうなところ、交通事故の起きそうなところ、（地震で）
ブロック塀が倒れてきそうなところ、こども１１０番の家の４点を盛り込みたい。
委員：住まいが学区外の子も意識が高まるような作成の工夫をお願いしたい。
委員：子ども達と、こども１１０番の家の意味をもう一度確認するとよい。
校長：場所の確認も含め、子ども達にも周知したい。

第３回学校運営協議会の開催日について教頭より確認した。【１１月２７日（木）】
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